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長
万
部
町                                      

〜
長
万
部
町
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド
〜

学
習
文
化
セ
ン
タ
ー

５
万
７
千
冊
の
書
籍
類
、　

枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
豊

４８０

富
に
揃
え
た
図
書
館
や
Ａ
Ｖ
室
、
最
新
設
備
を
誇

る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。
図
書
館

は
、
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
●
場
所
／
温
泉
町
（
セ
ン
タ
ー
通
り
）

●
時
間
／
午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
夜
間
特
別
開

10

館
／
毎
週
木
曜
日
午
後
９
時
ま
で
）
●
休
館
日
／

月
曜
日
、
年
末
年
始
●
問
い
合
わ
せ
先
／
学
習
文

化
セ
ン
タ
ー 
殺
0
1
3
7
7
・
2
・
5
7
5
7

八
雲
町                                         

八
雲
の
温
泉
再
発
見

温
泉
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中
！

ス
タ
ン
プ
１
個
で
も
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
八
雲
の
食
事

代
や
当
該
施
設
で
の
食
事
代
、
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト

八
雲
の
入
場
料
な
ど
が　

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
！
さ
ら

１０

に
、
ス
タ
ン
プ
が
６
個
た
ま
る
と
…
①
参
加
店
１

施
設
の
入
浴
料
が
無
料
②
抽
選
で
豪
華
賞
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
●
参
加
施
設
／
温
泉
ホ
テ
ル
八
雲
遊
楽

亭
／
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
温
泉
ホ
テ
ル
清
瀧
園
／
温
泉

旅
館
銀
婚
湯
／
桜
野
温
泉
熊
嶺
荘
／
八
雲
温
泉
お

ぼ
こ
荘
／
山
峡
の
湯
の
宿
見
市
温
泉
●
問
い
合
わ

せ
先
／
八
雲
温
泉
振
興
協
議
会
（
役
場
商
工
観
光

労
政
課
内
） 

殺
0
1
3
7
・
6
2
・
2
1
1
1

八
雲
町
熊
石
地
域                            

試
し
て
み
て
！
熊
石
海
洋
深
層
水

海
洋
深
層
水
は
、
熊
石
漁
港
内
の
熊
石
海
洋
深
層

水
総
合
交
流
施
設
で
分
水
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
試
し
く
だ
さ
い
。
●
町
外
利
用
者
／
小
口
分
水

一
般
用
（
2
0
㍑
）
１
０
０
円
／
業
務
用
（
１
弱
）

６
０
０
円
／ 
大
口
分
水
一
般
用
（
１
弱
）
６
０
０

円
／
業
務
用
（
１
弱
）
６
０
０
円
●
問
い
合
わ
せ

先
／
熊
石
海
洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設 
殺
0
1
3

9
8
・
2
・
2
3
0
0

今
金
町                                         

〜
大
好
評
発
売
中
〜

今
金
（
純
米
吟
醸
酒
）

・
万
太
郎
（
特
別
本
醸
造
酒
）

米
処
、
今
金
生
ま
れ
の
酒
造
好
適
米
「
吟
風
」
を

health

３
月
1
日
か
ら
「
女
性
の
健
康
週
間
」
で
す

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
鍵
鎧

今月の担当

北檜山区

長谷川久恵で
す

　

毎
年
、
３
月
１
日
〜
３
月
８
日
ま

で
の
一
週
間
は
「
女
性
の
健
康
週
間
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
こ
の
機

会
に
今
一
度
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
女

性
特
有
の
が
ん
で
あ
る
「
乳
が
ん
」

「
子
宮
が
ん
」
に
つ
い
て
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

姿
乳
が
ん

＊　

人
に
1
人
以
上
か
か
る
病
気
＊

30

　

乳
が
ん
は
欧
米
に
多
く
日
本
に
は

少
な
い
が
ん
で
し
た
が
、
近
年
ど
ん

ど
ん
増
え
続
け
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
年
間
で
約
４
万
人

の
方
が
乳
が
ん
に
か
か
る
と
言
わ

れ
、
今
や　

人
に
1
人
以
上
が
か
か

30

る
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
代
で

は　

〜　

代
の
方
に
多
く
見
ら
れ
ま

40

50

す
が
、　

代
や　

代
で
か
か
る
女
性

30

60

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

＊
増
加
の
原
因
＊

　

乳
が
ん
が
増
え
て
い
る
原
因
と
し

て
、
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
る
食
生

活
の
欧
米
化
や
、
社
会
変
化
に
よ
る

晩
婚
化
・
高
年
齢
出
産
な
ど
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、
乳
が
ん
に

か
か
る
危
険
性
の
あ
る
原
因
を
あ
げ

ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
下

さ
い
。

□
初
経
が　

歳
以
前
で
あ
る　
　
　

12

□
閉
経
が　

歳
以
降
で
あ
る

50

□
出
産
経
験
が
な
い

□
初
産
が　

歳
以
上
で
あ
る

35

□
母
親
、
姉
妹
、
祖
母
に
乳
が
ん
に

　

な
っ
た
人
が
い
る

□
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
用
し
た
こ

　

と
が
あ
る

□
乳
腺
疾
患
（
乳
腺
腫
、
乳
腺
炎
な　

　

ど
）
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

□
閉
経
後
の
肥
満
が
あ
る

□
普
段
か
ら
お
酒
を
飲
む
習
慣
が
あ

　

る

＊
乳
が
ん
の
症
状
＊

　

乳
が
ん
の
症
状
と
し
て
特
徴
的
な

点
を
以
下
に
あ
げ
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
症
状
が
あ
る
場
合
で
も
、
す
べ
て

が
乳
が
ん
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
乳
房
内
や
わ
き
の
下
な
ど
乳
房
周

　

辺
に
し
こ
り
を
感
じ
る
。

②
乳
房
の
皮
膚
が
え
く
ぼ
の
よ
う
に

　

へ
こ
ん
だ
り
、
赤
く
は
れ
る
。

③
乳
頭
が
た
だ
れ
た
り
、
へ
こ
む
。

④
乳
頭
か
ら
茶
色
っ
ぽ
い
分
泌
物
が

　

出
る
。

⑤
わ
き
の
下
の
リ
ン
パ
節
に
し
こ
り

　

を
感
じ
る
。

＊
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
＊

　

乳
が
ん
は
早
い
時
期
に
発
見
し
治

療
す
れ
ば
、
完
治
す
る
確
立
が
高
い

病
気
で
す
。
自
己
触
診
と
い
っ
て
月

に
一
度
、
自
分
で
見
た
り
触
っ
た
り

し
て
異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
月
経
が
終
わ
っ
て
か

ら
一
週
間
く
ら
い
が
自
己
触
診
に
適

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
経
を
迎
え
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使
用
、
倶
知
安
町
の
「
二
世
古
酒
造
」
で
熟
練
の

杜
氏
の
技
に
よ
り
、
最
上
級
の
酵
母
で
寒
中
ゆ
っ

く
り
醸
造
し
た
こ
だ
わ
り
の
一
品
で
す
。
今
金
の

地
酒
を
一
度
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。
●
価
格

／
純
米
吟
醸
酒
今
金　

朱 
1
、
6
5
0
円
、　

狩 

720

1.8

2
、6
5
0
円
／
特
別
本
醸
造
酒
万
太
郎　

朱
1
、

720

3
5
0
円
、　

狩
2
、
3
5
0
円
●
販
売
先
／
今
金

1.8

町
内
の
各
酒
販
店
●
問
い
合
わ
せ
先
／
今
金
地
酒

の
会
（
今
金
観
光
協
会
内
） 

殺
0
1
3
7
・
8
2
・

3
5
6
1

せ
た
な
町
北
檜
山
区                  　
   

こ
の
時
期
だ
け
の

純
米
生
原
酒
「
よ
し
こ
」
好
評
発
売
中
！

昨
年
秋
の
新
米
、
北
檜
山
産
の
き
ら
ら
３
９
７
を

１
０
０
％
使
用
。
芳
醇
で
辛
口
の
味
わ
い
は
新
鮮

な
魚
介
や
鍋
物
に
ピ
ッ
タ
リ
！
期
間
限
定
の
偐
生
做

の
味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
●
価
格
／
純
米
生

原
酒 　

朱 
1
、5
0
0
円
、
純
米
生
詰 　

朱 
1
、

720

720

5
0
0
円
、
特
別
純
米
酒 　

朱 
1
、5
0
0
円
●

720

販
売
先
／
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
、
区
内
各
酒

販
店
●
問
い
合
わ
せ
先
／
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や

ま 
殺
0
1
3
7
・
8
4
・
4
1
2
0

せ
た
な
町
瀬
棚
区                            

純
米
酒
「
吟
子
物
語
」
好
評
発
売
中
！

新
米
（
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
有
機
米
）
で
醸
造

し
た
純
米
酒
「
吟
子
物
語
」
が
好
評
発
売
中
で
す
。

現
在
は
、
加
熱
処
理
を
し
て
い
な
い
生
々
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
発
売
中
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。「
吟
子
物
語
」
は
町
内
の
各
酒

販
店
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地

方
発
送
も
承
り
ま
す
の
で
、
お
土
産
や
ご
贈
答
に

も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
販
売
価
格
（
税
込
）

／　

狩
2
、
5
0
0
円　

7
2
0
朱 
1
、2
0
0
円

1.8
●
問
い
合
わ
せ
先
／
せ
た
な
町
酒
販
会
（
事
務
局

／
せ
た
な
商
工
会
瀬
棚
支
所
内
） 

殺
0
1
3
7
・

8
7
・
3
4
3
5

せ
た
な
町
大
成
区                            

『
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
』

広
大
な
貝
取
澗
渓
谷
の
保
養
温
泉
地
に
位
置
す
る

身
も
心
も
あ
っ
た
か
に
な
る
温
泉
。
お
風
呂
か
ら

眺
め
ら
れ
る
四
季
折
々
の
景
色
、
周
辺
に
は
遊
歩

道
や
公
園
も
あ
り
、
大
成
の
大
自
然
を
満
喫
で
き

ま
す
。
●
場
所
／
せ
た
な
町
大
成
区
貝
取
澗
●
入

浴
料
／
大
人
3
6
0
円
、
小
人
1
0
0
円
●
問
い

合
わ
せ
先
／
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー 
殺
0
1
3

9
8
・
4
・
6
3
2
7

た
方
は
、
月
に
一
度
日
に
ち
を
決
め

て
の
チ
ェ
ッ
ク
が
お
す
す
め
で
す
。

■
見見
てて
チ
ェ
ッ
ク
鎧

　

左
右
の
乳
房
の
形
や
大
き
さ
、
え

く
ぼ
の
よ
う
な
く
ぼ
み
が
な
い
か
、

乳
頭
の
形
や
異
常
な
分
泌
物
が
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
！
！

■
触
っ
触
っ
てて
チ
ェ
ッ
ク
鎧

　

指
の
腹
で
小
さ
く
円
を
描
き
な
が

ら
滑
ら
せ
る
よ
う
に
動
か
し
、
し
こ

り
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
鎧
乳
房
の
部

分
だ
け
で
は
な
く
、
鎖
骨
か
ら
肋
骨

の
下
、
わ
き
の
下
ま
で
広
い
範
囲
を

触
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
乳
頭
を

つ
ま
み
、
分
泌
物
が
な
い
か
ど
う
か

も
チ
ェ
ッ
ク
鎧

姿
子
宮
が
ん

　

子
宮
が
ん
に
は
、
大
き
く
分
け
て

子
宮
の
下
方
の
膣
に
つ
な
が
る
部
位

に
で
き
る
「
子
宮
頚
部
が
ん
」
と
、

子
宮
上
方
の
球
形
に
ふ
く
ら
む
部
分

に
で
き
る
「
子
宮
体
部
が
ん
」
が
あ

り
ま
す
。
同
じ
子
宮
に
で
き
る
が
ん

で
す
が
、
症
状
や
で
き
や
す
い
年
齢
、

が
ん
を
引
き
起
こ
す
原
因
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。

＊
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
＊

■
子
宮
頚
が
ん

○
多
い
年
齢
／　

歳
〜　

歳
代

30

40

○
発
生
の
割
合
／
・
子
宮
が
ん
の
6

〜
7
割
・
出
産
経
験
の
あ
る
女
性
に

多
い

○
症
状
／ 
初
期
段
階
の
自
覚
症
状

は
な
し
進
行
す
る
と
…
・
性
行
為
時

の
出
血
・
月
経
以
外
で
の
出
血
・
普

段
と
違
う
お
り
も
の
の
増
加

■
子
宮
体
が
ん

○
多
い
年
齢
／　

〜　

歳
代

50

60

○
発
生
の
割
合
／
子
宮
が
ん
の
3
割

程
度
・
妊
娠
・
出
産
経
験
が
な
い
、

ま
た
は
少
な
い
方
に
多
い
・
肥
満
や

糖
尿
病
の
方
が
発
生
し
や
す
い

○
症
状
／
初
期
段
階
か
ら
月
経
以
外

で
の
出
血
が
あ
る
進
行
す
る
と
…
・

性
行
為
時
の
血
の
混
じ
っ
た
お
り
も

の
・
茶
色
い
お
り
も
の
の
増
加
・ 
下
腹

部
の
痛
み

※
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
鍵
鎧

　

「
乳
が
ん
」「
子
宮
が
ん
」
と
も
、

早
い
時
期
に
発
見
し
治
療
す
る
こ
と

で
、
そ
の
後
の
経
過
は
比
較
的
良
好

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
乳
が
ん
」

「
子
宮
が
ん
」
と
も
決
し
て
こ
わ
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
乳
が
ん
」
は

　

歳
か
ら
検
診
を
！
「
子
宮
が
ん
」

30は　

歳
か
ら
検
診
を
！
症
状
が
見
ら

20
れ
た
ら
専
門
機
関
の
受
診
を
！
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

北
檜
山
区
で
は
４
月
・　

月
、
瀬

１１

棚
・
大
成
区
で
は　

月
に
乳
が
ん
・

１０

子
宮
が
ん
検
診
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
等
は
後
日
ま
た
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

是
非
検
診
を
受
診
し
て
下
さ
い
鎧

姿
瀬
棚
保
健
セ
ン
タ
ー
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

１
月　

日
に
北
海
道
赤
十
字
社

２６

よ
り
共
同
購
入
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
瀬

棚
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
と
は
、
心
臓
マ
ヒ
な
ど
で
突
然

止
ま
っ
た
心
臓
を
元
に
戻
す
機
械

で
す
。
使
い
方
は
音
声
ガ
イ
ド
に

従
う
だ
け
で
誰
で
も
可
能
で
す
。

　

今
回
設
置
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
持

ち
運
び
型
な
の
で
、
各
種
集
会
行

事
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
に
貸
出
し

可
能
で
す
。
貸
出
し
希
望
の
方
は

瀬
棚
保
健
セ
ン
タ
ー
（
殺
0
1
3

7
・
8
7
・
3
9
9
0
）
保
健
福
祉

課
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。


